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ブルームーンパートナーズ株式会社
業種：経営コンサルティング業

ビジネスコンサルティングを中心に、調査、人材育成、
事業開発、ブランドマネジメントなど、総合的にサポート
する企業支援組織です。各分野のプロフェッ
ショナルが集結し、沖縄から“世界級”を創出す
る、次世代型コンサルティングファームです。

メカル ヨン_ゴの地下1階に｢なはし創業･就職サポー
トセンター｣があります。創業前のサポートの他、創
業後の経営や財務、販路開拓など幅広い分野のセミ
ナー開催も行っています。就職サポートは、職業適性
診断、面接対策などの他、講座等の開催も行っていま
す。3月には商談なども行なえる
Wi-Fi完備のカフェも開店予定で
す。ぜひお気軽にお越し下さい。
電話：098-988-3163

今号のNAHA FRONTIER（P2～3）では、那覇市
と連携して金融機関の立場から、創業の資金面でのサ
ポートやスクール開催による専門的アドバイス実施など
新たな取り組みもスタートさせた（株）琉球銀行と、｢メ
カル ヨン_ゴ｣の入居企業で学生ベンチャーとして起業
し、全国起業家万国博覧会で総務大臣賞を受賞する
など、急成長を続ける（株）Paykeをご紹介します。

沖縄テクノス株式会社
業種：ソフトウェア業

オフショア／ニアショア、基幹業務システムからソフト開
発等、多くの企業ニーズに応えるエキスパート集団です。
ＳＡＰ、Java、.net、C#、PL/SQLによる設計・
開発体制で、幅広いニーズにコストパフォーマ
ンスの高いソフトウェアを提供しています。

株式会社FORUM8沖縄
業種：ソフトウェア業

土木設計、解析、建築設計等を支援するソフトウ
ウェアの開発・販売を主力に、ＶＲソフトの開発やＶＲ
サービス、解析サービス等エンジニアリングサービス
及びシステム開発を展開し、ドライビングシ
ミュレーター等の各種インテグレーションを提
供しています。

株式会社アイ・エム・ジェイ 沖縄事業所
業種：デジタルマーケティング事業

デジタルマーケティング領域において、データ分析・
解析による「課題発見」から、PDCA運用による「課題
解決」までワンストップで提供します。「デジタ
ルの力で生活者の体験を豊かにする」という
企業ミッションの実現に取り組んでいます。

｢那覇市IT創造館｣及び｢メカル ヨン_ゴ｣の中核企
業は多種多様な分野で、企業活動を展開し、那覇市
経済の活性化を牽引しています。また、他の入居企
業のリーダー的な役割を担い、那覇市とともに入居企
業の支援も行っている中核企業6社をご紹介します。

株式会社レイメイコンピュータ
業種：情報システム開発業

購買データを高度に分析し、効率的な
戦略データを提供するPOSシステム一筋の専門集団で
す。その高い技術力と実績から、流通システム大賞をは
じめとする数々の賞を受賞しました。商品開発
から導入、保守サービスを一貫して行い、ユー
ザーニーズに応える商品づくりを行っています。

株式会社 沖縄ソフトウェアセンター
業種：ソフトウェア業

基幹システムや多業種の業務管理システム
の開発、スマートフォンアプリの開発、IoTセキュリティ分野
に力を入れています。お客様に必要とされる技術・サービス
を提供し続け、国際品質のソフトウェア開発・マネ
ジメント技術をもって日本とアジアをつなぐ架け橋
となるよう取り組んでいます。

「那覇はとても活気がありますね！」。県外から沖縄
を訪れた国内外の観光客や出張者の多くから、こう
した声が聞かれます。沖縄の空と海の玄関口である
那覇市の人口は約32万3,000人ですが、那覇市内
の宿泊施設では約３万2,000人の受入が可能であ
り、近年の宿泊者数（交流人口）増加を踏まえると、
那覇市は約35万人の“人口”を有する都市といえま
す。近年、沖縄と海外を結ぶ直行便やクルーズ船寄
港が大幅に増えていますが、年間で約800万人以

上が那覇市を訪れています。2年後の2020年3月
には、那覇空港に新たな滑走が完成し那覇市を訪れ
る観光客は更に増加することが予想されています。
　那覇市の経済活性化には勿論観光客のニーズへ
の対応が不可欠ですが、観光は気候や為替変動と
いった外部環境に左右されやすいという特性があり
ますので、製造業、情報通信産業、物流産業といっ
た幅広い産業振興を図り、「強い経済」を構築するこ
とが不可欠です。
　県内だけでなく県外や海外との競争が激しくな
る中、那覇市の企業が取り組む課題は多くあります
が、中でも次の二つの“質の向上”が必要です。
　先ず、「経営の質」の向上です。特に、急激に進
む情報通信技術への対応力強化が必要です。情報

発信や決済手段における情報通信技術の活用は生
産性向上につながることが実証されており、早急に
取り組むことが必要です。次に、「製品・サービスの
質」の向上です。消費者（特に観光客）のニーズは変
化しており、製品やサービスの高度化・差別化が必
要です。また、外国人観光客への対応としては多言
語表示や土産品の軽量化なども必要です。こうした
取り組みの強化に当たっては経営者から従業員まで
の人材育成が重要であり、「学び直し」への投資が必
要です。
　那覇市中小企業振興審議会では市の施策に対する
検証を行い、政策提案を行っていますが、これまで以
上に「産学官金」の連携を強化し、国際観光・ビジネス
都市NAHA（なは）を目指していきましょう。

国際観光・ビジネス都市
NAHA（なは）を目指して
那覇市中小企業振興審議会会長

（琉球大学観光産業科学部長 教授）
下地 芳郎

那覇市IT創造館（平成15年運営開始） メカル ヨン_ゴ（なは産業支援センター）（平成27年運営開始）

なはし創業・就職サポートセンターの紹介

那覇市では、リーディング産業の情報通信関連産業を始め、観光産業、国際物流関連産業等の戦略的産業分野の立地や創業を支援し、それら関連産業が那覇市
に集積することを目的に、企業が入居可能なインキュベーション施設として、銘苅エリア(旧銘苅庁舎含む近隣エリア)に｢那覇市IT創造館｣、｢メカル ヨン_ゴ(なは
産業支援センター)｣を設置しています。現在、両施設には中核企業6社、インキュベート企業22社が入居し企業活動を展開しています。これまで、58社が入居期
間満了となり、それらの多くが市内外で現在も企業活動を展開しています。

IT創造館

IT創造館

IT創造館

IT創造館

メカル ヨン_ゴ

メカル ヨン_ゴ
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法人向けコンサルティング業務のご紹介
　学生時代から経済や社会システムに興味があり、合同企
業説明会を経て琉球銀行に就職した比嘉梨絵さん。｢沖縄
の伝統文化である琉球紅型のデザインをとても大切にして
いて、この会社で頑張ってみようと思いました｣。入行後は
6支店で融資窓口や企業融資など経験を積んできた比嘉
さん。現在は、人事部で行員の仕事とプライベートの両立
が可能となるようなキャリア形成・支援などを担当していま
す。｢結婚や出産、育児などのライフイベントがあってもキャ
リアは築けます。当行は働きやすく、やりがいのある職場。
女性が活躍できる環境づくりに取り組んでおり、これから就
職を迎える女子学生にも非常に魅力があると思う｣と笑顔
で話してくれました。

人事部調査役
比嘉 梨絵 さん

Naha Frontier 那覇市を拠点に開拓者（FRONTIER）として、独自の経営スタイルや画期的なことに取り組む企業トップや元気な人々を毎回ご紹介
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那覇市は沖縄の顔
“地域から親しまれ、信頼され、地域社会の発展に
寄与する銀行”を経営理念として掲げ、地域社会経
済の発展に寄与している琉球銀行。2017年4月に
経営陣を刷新し、新しく頭取に就任したのが川上康
さんです。川上頭取は、「顧客本位」の視点で改革
を促し、県外需要も積極的に取り組んでいく経営方
針を発表。お客様満足度の向上はもちろん、生産性
向上や収益性・企業価値の向上を目的に、環境の変
化に対応した新しい取り組みを先進的に行おうとして
います。まず、はじめに金融業界の現状について伺
いました。「マイナス金利政策などで収益が上がりに
くい状態にあります。投資信託や国債の運用も限界
があり、それ以外のプラスαの収益を作り出さなくて
はなりません。弊社では、コンサルティングや事業承
継、M＆Aなどに力を入れています」。金融業界は、
景況を直接感じることのできる業種。現在の県経
済を、川上頭取はどのように見ているのでしょうか。

「観光面は、絶好調ですね。アジアからの観光客が
どんどん増えています。那覇市は日本を代表する観
光の入口だということを意識することが必要です」。
また他にも「沖縄の地理的優位性を活かせる分野は
注目できます。沖縄から飛行機で4時間圏内にベトナ
ム、フィリピンなどがあり、それらアジア諸国の国民
所得がどんどん上がってきています。それらを市場と
してとらえた産業は注目ですね。海外の菓子企業と
連携して商品化につながった事例や、海外とコラボし
て売れるようになった事例もあります。那覇は、他に
ないユニークな文化や資源が豊富にあります。これ
らを前面に押し出した商品の開発もあるのではない
でしょうか？ いろいろなことが試せる環境も整ってい
ると思います」と話してくれました。

地方創生の促進
2016年8月、琉球銀行は県内他金融機関と共に

活力ある地域の発展に貢献するため「地方創生にか

かる連携協力に関する協定」を那覇市と締結。地域
の人材育成、協働によるまちづくり、安全・安心・快適
なまちづくり、産業振興に関し、那覇市と連携するこ
ととしています。「金融機関として、いかにビジネスを
創造していくか。地域の経済をどのように発展させて
いくか。その協力を行うことが役割だと思っています。
創業支援や若い経営者を育てていくことと、新しいビ
ジネスアイデアを持った人をどのように支援していく
か、それがメインとなると感じています」と話す川上頭
取。さらに「社会福祉支援にも取り組んでいます。マッ
チングギフト方式というのですが、年2回のボーナス
時に社内で募金を募り、それと同じ金額を会社から支
出してファンドを組成し、環境問題や社会福祉事業な
どを支援しています。現在までの支援額は約2億円で
す。沖縄のためになることは、今後も積極的に応援し
ていこうと思っています」と話してくれました。

新しいビジネスアイデアの創造と
スタートアップ！

川上頭取が積極的に取り組んでいる業務のひとつに、
創業に関心のある人へのスタートアップ支援があります。

「アイデアを持つ地域の人 と々一緒に知恵を出し合い、
支援・協力しています。このようなチャレンジには年齢は
関係なく、やる気のある人をいかに見つけて支援するか
というのが我々の仕事です。また、スタートアッププログ
ラムやビジネススクールも行っています。50～60人ほど
の二代目や若手経営者の方 に々参加してもらい、県内外
から優秀な講師を招いて企業経営に必要となるマーケ
ティングなどの講義を半年間かけ実施しています」。

そして琉球銀行では、コンサルティング業務にもか
なり力を入れていると話します。「地方創生とも関連し
ますが、この地域に出店したいとお客様がおっしゃった
時、こちらからは周辺の情報を提供したり、アドバイス等
を行います。昨年、専門の法人事業部を立ち上げ20
人以上のチーム体制で業務に取り組んでいます。経営
者が高齢などで事業を引き継ぐ際、資金や相続税等の
相談をうけ、個々のニーズに応じ、オーダーメイドで引
継ぎをサポートする事業承継と廃業する際、事業や従
業員、お取引先などをうまく他の会社に引き継ぐ“M＆
A”が業務の柱となっています。臨機応変に様 な々個別
事例に対応する必要があることから業務にはマニュアル
がないので、いろいろな経験が必要です。状況により、
県外企業との連携や公認会計士をはじめとする人材の
確保にも努めています」。

人材育成・パートの社員化・中途採用の取り組み
働く意欲のある人や能力のある人が、昇給・昇格

のチャンスを等しく受けられるよう、行内の人材育
成にも改革を進めていると話す川上頭取。「昨年、
パートから社員への昇格試験を年1回から年2回にし
ました。また受験資格であるパート勤務年数を5年か
ら3年に変えたところ、応募者が随分増えました。や
る気がある人にはチャンスを与え、応援する取り組み
を推進していきます」。最後に川上頭取より、記事を
読んでいる若い人たちへのメッセージをいただきまし
た。「弊社には、中途採用者がたくさんいます。これ
までの経験は、それほど重視していません。今どう
いった能力を持っているのか、どんなモチベーション
を持って働いてもらえるのか、そこがポイントです。
世の中が変わろうとしている時代です。チャンスはい
くらでもあります。チャレンジする気持ちを忘れないで
もらいたいと思いますね」。

株式会社 琉球銀行

取締役頭取  川
かわ

上
かみ

 康
やすし

 さん

M&A
企業の合併や買収の総称。英語:Mergers and Acquisitions
の略。吸収合併、株式の取得・移管、事業譲渡、会社分割、合併
などがある。
事業承継
会社の経営を後継者に引き継ぐこと。大きく、「親族に承継する」、

「（親族外の）従業員に承継する」、「M＆Aで承継する」の3通りの
方法がある。

access
株式会社 琉球銀行
〒900-0015
那覇市久茂地1丁目11-1
TEL:098-866-1212（代表）
http://www.ryugin.
co.jp

国内には沖縄好きが800万人以上いると言われています。国外も加え
るともっと多くなります。彼らとの接点を増やし、沖縄、那覇に呼び込
んでいくことで、地方創生につながる消費を生み出していきたい。

沖縄好きをもっと沖縄に、那覇に、呼び込んでいきたい川上康さんの

わたしとなは

■ 	琉球銀行のスポーツ支援
地域創生の一環として、スポーツにも力を入れている

と話す川上頭取。「NAHAマラソンは開催当初よりメイン
スポンサー。また琉球ゴールデンキングスも応援していま
す。スポーツは人を元気にしま
す。沖縄観光が今後伸びるに
は、スポーツは非常に重要なコ
ンテンツと思います」。

時代の変化に対応した金融機関の新たな取り組み
世の中が変わろうとしている時は、いくらでもチャンスがある
だからこそチャレンジする気持ちを持ち続ける

株式会社 琉球銀行

経営に関する様々な課題を的確なアドバイスとご提案で、解決へと導くお手伝いをします。お近くの琉球銀
行窓口にてお気軽にご相談下さい。

お客様のご要望を相談 サポート

お客様

琉球銀行
お取引店舗【お客様からの相談受付窓口】

法人事業部

琉球銀行のネットワーク

● 課題解決に向けたアドバイスの提供
● 各種課題解決に向けたスキームの提供
● 経営に関する最新情報の提供 等

県内外各種専門家
（税務・会計・法務・労務・アジアビジネス支援 等）

● 法務・税務等専門的見地からの意見交換
● 各種リスク等についての意見交換
● 最新業界動向等に関する情報交換 等

● 事業承継対策のサポートをして欲しい
● 企業の買収売却を検討したい
● 資本政策のサポートをして欲しい

● 組織再編のサポートをして欲しい
● 海外進出をしたい
● 企業価値向上のサポートをして欲しい
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Naha Frontier

02  スマホアプリでベンチャー起業！
身近にあるバーコードを利用し新しい利用価値を見出す
アプリ「Payke（ペイク）」が提案するインバウンドのおもてなし

株式会社 Payke

起業のきっかけ
～商品バーコードを使ったアプリ開発～

商品のバーコードをスマートフォンが読み込むと、
瞬時に商品の説明文を表示してくれるアプリ・Payke

（ペイク）。このアプリを開発したのは、古田奎輔さ
んです。生まれも育ちも東京で、公立の中学を卒業
後、私立高校に進学しましたが2年で退学。それから
は、ありとあらゆることを経験しようと、バイクを乗り
回してみたり、インターネットにのめり込んだりと2年
半ほど様々なことをした後、高等学校卒業認定試験
を受け、琉球大学に進学しました。時間を有効活用
できる仕事としてネットショップの運営をスタート。創
意工夫を重ね、収益を上げるなど一定程度の成功を
収めていたという古田さん。「次第にもっと大きいこ
とをしたくなりました。自分で立ち上げて、ビジネスを
大きくしていくことが性に合っているようです。ゴール
もなく、正解もない世界ですが、チャレンジする楽し
さがある。もっとインパクトがあって、社会の役に立
てるような仕事をやっていこうと思い、今の会社を立
ち上げました」と起業の理由を語ってくれました。また
その頃、現在、取締役を務めている比嘉良寛さんと
の出会いが、アプリPaykeを生み出すきっかけとなっ
たそうです。「当時、他分野に勤めていた彼と、いろ
いろな可能性を語りあい、その中で世界共通である
バーコードを使い、それをスマートフォンで読み込む
と、その商品情報が得られるというアイデアを思い
つきました」。その後、アイデアの実現に向けて動き
出した古田さん。ターゲットやコンセプトを具体化し、
ビジネスコンテストの優勝金を元手にアプリ開発をス
タートしました。

アイデアの実現～起業から事業拡大へ～
2014年11月に、古田さんと比嘉さんの2人でス

タートした株式会社Payke。会社は順調に成長し、
今では従業員数が20人以上となり、六本木や沖縄
市にもオフィスを開設しました。そして、アプリPayke
の商品登録数は13～14万点に及び、個人ユーザー
数は累計240万人を超えるそうです。県内では、
100社以上のメーカーが利用しているほか、福岡、
北海道、そして東京など全国展開を進めています。
また、商品情報を日本語だけでなく、英語や中国語
など7ヶ国語に対応していることから、外国人観光客

（インバウンド）にも好評。アプリをダウンロードして
いない人にも利用してもらえるよう、小売店には顧客
が自由に使える設置型のタブレットを貸し出していま
す。タブレットは沖縄だけでなく、都内のドラッグスト
アや空港内の売店などでも訪日外国人向けの接客
ツールとして利用され、インバウンド対応の新しい情
報インフラとして注目を集めています。

そして株式会社Paykeは2017年3月に開催され
た全国起業家万国博覧会で、最も優れた商品・サー
ビスに与えられる総務大臣賞を受賞しました。起業
家万博は、全国各地のICTベンチャーが、工夫を凝
らした新規事業を発表し、事業提携・資金調達・販路
拡大・人材確保などのビジネスマッチングにチャレン
ジするイベントです。その受賞がきっかけとなり、同
年6月には沖縄振興開発金融公庫がはじめて学生ベ
ンチャー企業に1億1000万円を出資しました。

まだまだ大きなビジネスチャンスを秘めている
Paykeですが、アプリ開発は事業の入り口と古田さ
んは語ります。「アプリPaykeを利用する時間や端
末の位置情報などを組み合わすことで、いつ、誰
が、どこで、何を手に取っている、というデータが取
得できます。取得したデータを商品ごとやエリアご
と、店舗ごとに解析し、購買促進に必要な情報を
正確に分析して企業へ提供することができる。今後
は、アプリやタブレットを通じて多くのデータを集めて
ビックデータの整備を行い、それを活用したビジネス
展開をしたいと考えています」。

那覇で起業した理由と今後の展開
株式会社Paykeは現在、那覇市銘苅にある、な

は産業支援センター（愛称：メカル ヨン_ゴ）に入居し

ています。「メカル ヨン_ゴは立地が良く、顧客に足
を運んでもらいやすい。なは産業支援センターと書
類等に記載することで、行政施設に入居していると
認識してもらえますので、企業としての信頼度が上が
る事を直に感じています」。

現在、古田さんは優秀なエンジニアを採用したい
と考えていて、県内の人材を積極的に雇用したいと
いう思いもあるそうです。また会社での人材育成に
ついては「いきなり崖に突き落とすような感覚でやっ
ていますね（笑）。入社してすぐにプロジェクトを任せ
ることもあります。やってみないと何も起こらないの
で、上司や先輩に教わる前に、まずは自分でやって
みて、いろいろなことを吸収して成長することを期待
しています。大切なのは、“バイタリティと気合”で
すね」。

今後の抱負としては、「学生が憧れる就職先に
なっていくことや、たくさんの優秀な人材を那覇に呼
び込むこと。Paykeが沖縄のベンチャー企業のモデ
ルケースになりたいと思っています。沖縄でもおもし
ろいことや大きなビジネスなど、こういった仕事がで
きるんだ！という夢を若者たちに見せたいです。また
弊社は、現時点で日本のトップクラスに入るほどの情
報量を持っています。若者にはまず、そういった会社
が沖縄にある事を知ってもらいたいと思います。そし
て沖縄にはまだたくさんのチャンスがあります。もっと
アンテナを張って、情報をキャッチし、Paykeのデー
タもどんどん活用してほしい。そういう形で沖縄に還
元していきたいですね」。

■ 	アプリPayke
現在までに大手メーカーを含め契約企業数は約1,000

社あり、商品ごとの説明情報をPayke上にコンテンツとし
て掲載することで、商品パッケージやPOPだけでは訴求で
きない商品情報を届けることができます。また7ヵ国語翻訳
に対応をしており、ネイティブ翻訳やコストを抑えたシステ
ムによる翻訳にも対応しています。現在は、日本を訪れる

外国人がメインユーザーと
なっていますが、今後は、
外国を訪れる日本人が活
用するなど、多くの方が世
界中で使えるよう、海外で
のビジネス展開を目指して
いるそうです。

access
株式会社Payke
〒900-0004
那覇市銘苅2-3-1
なは産業支援センター（メカル ヨン_ゴ）
411号室
TEL:098-943-7308
https://payke.co.jp

社員同士の距離が近く、社内も活気的な雰囲気

株式会社 Payke（ペイク）

代表取締役CEO  古
ふる

田
た

 奎
けい

輔
すけ

 さん

Paykeをこれまでになかった「沖縄初」の世界的な企業にして、優秀な
人材を那覇に呼び込みたい。モデルケースとして、若者に「沖縄でもこ
ういう仕事ができるんだ」という夢を見せられるよう頑張っていきます。

「沖縄初」の世界的企業を那覇から！古田奎輔さんの

わたしとなは

ICT
ICTは「Information and Communication Technology

（インフォメーション アンド コミュニケーション テクノロジー）」の略語
で日本では「情報通信技術」と訳されている。情報処理や通
信に関連する技術、産業、設備、サービスなどの総称。IT
とほぼ同義語だが、情報の伝達という地域や社会のネット
ワーク活用という点が加わり、使われ始めている。

パソコン画面には、商品が
スキャンされた場所が分析
され、地図上に印が表示さ
れていた。
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　経済センサスの事業所、売上金額、従業者データを地区で集計しました。やはり、
No10の中心市街地エリアは、事業所数、売上金額、従業者数において、卸売業・小売
業中心に広い範囲の産業区分で活発な状況です。
　No8新都心周辺のエリアも活況を呈しており、１事業所及び１従業者あたりの売上
額も高いものとなっています。また、No1金城エリア、No13古波蔵エリア、No14国
場エリアも事業所が多く、卸売業・小売業の他、不動産業・物品賃貸業、建設業、製造
業等が活発な状況です。No7港町エリアは、製造業が売上金額、従業者数共に1位と
活発な状況で、建設業も高い数値となっています。
　宿泊業・飲食サービス業は、No8～No11の中心市街地と松山、若狭、久米周

辺、No1金城エリアで高い数値を示しており、市域の広範囲で事業活動が行われ
ています。
　那覇市は他の中核市等や他の県庁所在市に比較して約40K㎡と狭い市域ですが、
サービス産業を中心とした産業構造へ、大きくシフトした状況となっています。市民
の快適な住環境づくりと併せて、市域の土地や建物を有効に活用した産業展開、さら
に、労働生産性の向上と高付加価値型への産業転換などが強く望まれています。

労働生産性 ＝ 就業者1人あたりの付加価値額（成果を生み出すうえでの効率指標）

　沖縄県の労働生産性は全国の約7割の水準で、産業別にはサービス業が全国の8割
程度、卸売業・小売業は全国の6割程度の水準と言われています。
　この労働生産性の低さが低賃金や非正規雇用の増大など雇用環境の悪化につなが
ることが指摘されています。産業の高度化へ対応できる人材育成と効率向上への取
り組み、提供サービスや商品の魅力向上、ブランド力の強化など付加価値の向上へ
の取り組みによって「稼ぐ力」を高め、企業収益の向上、雇用者の所得増加を図ってい
くことが重要です。

No 地区エリア（隣接地区を任意に設定） 国勢調査 全産業区分 1. 卸売業、小売業 2. 医療、福祉 3. 不動産業、物品賃貸業事業所 売上金額 従業者 1事業所あた
り売上金額

1従業者あた
り売上金額人口 世帯数 数 % 額 % 数 % 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数

1 金城～赤嶺～田原～字田原～鏡原町～小録～字小録 34,395 13,505 1,261 7.0 955億 5.1 9,851 6.3 76百万 9.7百万 279 427億 2,447 120 72億 1,700 200 130億 850
2 宇栄原～字宇栄原～高良～宮城～具志 22,626 9,015 637 3.5 447億 2.4 4,733 3.0 70百万 9.4百万 134 259億 1,144 66 38億 808 97 14億 266
3 字鏡水～字安次嶺～字当間～字大嶺～字具志 1,755 111 199 1.1 284億 1.5 5,011 3.2 1億43百万 5.7百万 70 131億 918 7 11億 27 13 77億 237
4 末吉町～儀保町～平良町～大名町～石嶺町 32,736 11,893 815 4.5 403億 2.1 6,057 3.9 49百万 6.7百万 182 104億 1,131 111 92億 2,290 90 42億 228
5 山川町～寒川～金城町～真和志町～大中町～池端町～桃原町 7,901 3,206 230 1.3 98億 0.5 1,323 0.8 43百万 7.4百万 56 27億 232 19 5億 146 35 3億 77
6 鳥堀町～崎山町～赤田町～当蔵町～汀良町～久場川町～赤平町 15,388 6,046 480 2.7 156億 0.8 2,503 1.6 33百万 6.2百万 115 83億 779 45 20億 438 65 6億 153
7 港町～曙～字安謝～字天久～字上之屋 13,023 5,735 952 5.3 2,391億 12.7 13,363 8.5 2億51百万 17.9百万 303 1,661億 3,335 36 45億 850 84 48億 422
8 安謝～天久～銘苅～字銘苅～おもろまち～上之屋 23,531 10,123 1,333 7.4 2,735億 14.6 18,923 12.1 2億05百万 14.5百万 385 1,292億 4,371 107 559億 1,614 82 125億 569
9 安里～字安里～泊～前島 16,381 8,176 1,557 8.7 1,073億 5.7 10,377 6.6 69百万 10.3百万 330 557億 1,832 81 96億 1,073 199 128億 592
10 牧志～壷屋～久茂地～松尾～泉崎～樋川～楚辺 26,630 13,277 4,409 24.5 4,178億 22.2 31,420 20.1 95百万 13.3百万 1,555 2,064億 7,085 181 587億 1,351 355 336億 1,262
11 松山～若狭～久米～辻～西～東町～通堂町 17,459 8,906 1,955 10.9 1,311億 7.0 16,012 10.2 67百万 8.2百万 316 703億 2,292 74 32億 667 172 88億 637
12 旭町～壷川～奥武山町～山下町～垣花町 6,417 2,984 423 2.4 2,509億 13.4 9,966 6.4 5億93百万 25.2百万 71 190億 819 25 1,635億 497 40 44億 274
13 古波蔵～与儀～字与儀～寄宮～字寄宮～三原～大道～字大道 32,267 14,138 1,400 7.8 700億 3.7 9,857 6.3 50百万 7.1百万 275 182億 1,452 125 262億 3,709 297 31億 698
14 国場～長田～仲井真～上間～字上間～識名～字識名～繁多川～字真地 49,512 20,194 1,617 9.0 911億 4.8 10,830 6.9 56百万 8.4百万 344 425億 2,461 168 96億 2,110 172 18億 400
15 古島～字古島～真嘉比～字真嘉比～松島～松川～字松川 19,414 8,223 727 4.0 638億 3.4 6,285 4.0 88百万 10.2百万 153 314億 1,026 78 196億 2,373 112 15億 319

計 319,435 135,532 17,995 100 1兆8,789億 100 156,511 100 1億04百万 12.0百万 4,568 8,419億 31,324 1,243 3,746億 19,653 2,013 1,106億 6,984

No 4. 建設業 5. 生活関連サ業 6. 宿泊業、飲食サ業 7. サービス業
（他に分類されない） 8. 学術研究、専門・技術サ 9. 製造業 10. 金融業、保険業 11. 情報通信業 12. その他の産業

事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数 事業所数 売上金額 従業者数
1 61 120億 540 137 31億 651 158 40億 1,433 65 32億 768 79 57億 488 21 5億 130 20 2億 220 16 19億 88 105 20億 536
2 30 24億 300 57 63億 260 125 11億 557 25 2億 288 27 6億 82 20 16億 150 5 - 33 4 7億 171 47 7億 674
3 1 - 1 5 0.1億 47 26 17億 481 19 27億 1,139 3 2億 9 4 3億 95 2 0.3億 8 4 1億 16 45 14億 2,033
4 68 77億 547 81 24億 237 72 7億 363 45 10億 228 31 12億 205 40 15億 238 10 7億 71 6 1億 17 79 11億 502
5 13 5億 80 19 21億 169 31 29億 374 11 1億 71 11 4億 54 10 3億 62 2 - 3 5 0.5億 6 18 0.3億 49
6 21 12億 119 53 2億 137 71 6億 343 19 1億 68 17 9億 68 13 12億 156 3 - 41 5 0.6億 15 53 5億 186
7 66 135億 828 66 11億 405 75 16億 449 74 63億 1,920 43 89億 458 40 173億 936 9 0.3億 69 15 4億 505 141 146億 3,186
8 67 68億 723 145 244億 1,323 225 99億 3,023 81 158億 3,595 86 71億 1,027 15 21億 125 37 2億 880 40 72億 1,081 63 26億 592
9 33 54億 387 112 54億 336 494 83億 2,350 63 23億 801 63 21億 286 21 4億 116 43 9億 1,176 19 22億 408 99 22億 1,020
10 79 71億 742 318 164億 1,973 1,084 205億 6,333 188 139億 3,931 229 172億 1,687 68 45億 434 105 49億 2,730 92 113億 2,387 155 234億 1,505
11 69 43億 584 149 66億 1,093 766 147億 4,469 123 65億 2,249 81 43億 536 25 41億 239 43 16億 950 42 27億 640 95 41億 1,656
12 16 24億 400 38 96億 376 49 34億 532 62 74億 2,779 35 27億 506 7 1億 54 27 292億 1,033 22 87億 1,313 31 5億 1,383
13 66 75億 551 151 19億 397 232 17億 990 43 5億 207 41 18億 241 39 49億 148 20 13億 261 13 14億 244 98 14億 959
14 141 164億 1,088 170 59億 477 197 22億 956 85 19億 864 105 25億 482 74 22億 376 15 3億 79 8 2億 28 138 54億 1,509
15 45 32億 345 70 5億 215 82 35億 775 35 4億 143 57 18億 373 14 10億 71 14 3億 95 15 2億 117 52 3億 433
計 776 904億 7,235 1,571 859億 8,096 3,687 769億 23,428 938 623億 19,051 908 573億 6,502 411 421億 3,330 355 396億 7,649 306 373億 7,036 1,219 601億 16,223

毎日、国内外からの多くの観光客でにぎわう第一牧志公設市場。店頭には、色
鮮やかな魚や豚肉、南国のフルーツ、沖縄野菜などが所狭しと並べられ、訪れる人
たちの目を楽しませているほか、売り手と買い手の話し合いで取り引きする「相対
売り」や、１階の鮮魚コーナーで購入した魚介類を２階の食堂で味わうことのでき
る「持ち上げ」システムなどのサービスも来訪者から好評を得ています。多くの来訪
者で賑わう中心商店街の中核施設となっていますが、築45年が経過した建物の老
朽化が進み、現在地に市場を建替える再整備事業を進めています。建替工事期間
中は、近隣のにぎわい広場にプレハブの仮設市場を建設し、営業を継続していくこ
とを決定しています。現在、仮設市場での営業や新市場の建設工事に関することにつ
いて、市場事業者及び周辺商店街の方 と々の話し
合いを進めているところです。主なスケジュールに
ついては次のとおりです。
平成29年度	 新市場基本設計、仮設市場設計
平成30年度	 新市場実施設計、仮設市場建設工事
平成31年度	 市場解体工事、仮設市場営業開始
	 （仮設市場への引越・営業）
平成32年度	 新市場建設工事～（平成33年度まで）
平成34年度	 新市場営業開始
	 （仮設市場から引越・営業）

新市場が沖縄の食文化を継承し、市民・県民・観光客に親しまれる市場となり、美
ら島の観光交流都市「那覇」の魅力向上に寄与する施設となるよう再整備事業を進
めていきます。

那覇市は、毎年2月の読売ジャイアンツの春季2次キャンプが8年目を迎え、今年は
新たに3軍キャンプも実施することになり、2月の1ヶ月間を通したキャンプとなります。

ジャイアンツは、2016年に高橋由伸監督が就任し、今年は4年ぶりのリーグ優勝、
そして6年ぶりの日本一奪還に向けて大きな期待が寄せられています。

昨年2月の国内9球団、韓国6球団による県内プロ野球キャンプの経済効果は、りゅ
うぎん総合研究所の発表によりますと、109億5400万円と過去最高を記録し、その約
20％にあたる22億3000万円がジャイアンツ那覇キャンプによるもので、県外からの
ファンを含めたキャンプ観覧者に加え、マスコミや球団OBなど多くの関係者の市域で
の、消費行動等による、経済波及効果もあります。キャンプ受入の際、重要な役割を担
うのが『読売巨人軍那覇協力会（事務局：那覇市観光課）』です。県内外の企業・団体
からの協賛により歓迎セレモニーの実施や、キャンプガイドの制作、オープン戦の主催
などキャンプを支えています。今年の読売ジャイアンツのオープン戦では、沖縄開催時
のみの取り組みとして5～12人の団体向けに「模合シート」を設け、全員分のオリオン
ビール1杯無料券と特別制作のオリジナル模合帳1冊が特典と
して付きます。ジャイアンツ那覇キャンプの実施により、プロ
野球選手のプレイを間近で見られることは、県民や観光客を
はじめ、子ども達に大きな夢や希望、さらに感動を与えていま
す。今年も、多くの方々に足を運んでいただき、ファンや企業、
団体等が一体となって球団や選手を盛り上げていきましょう！
オープン戦指定席ペアチケットや企業PRもできる、特典満載
の「読売巨人軍那覇協力会」にご興味をお持ちの方は那覇市
観光課（TEL098-862-3276）までご連絡下さい。

第一牧志公設市場再整備事業について1 プロ野球 春季キャンプ in NAHA2
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アンケートにご回答頂いた方の中から抽選で、粗品をプレゼントいたします。
※締切は2018年2月23日（金）です。（当日消印有効）
※当選の発表は賞品の発送をもって、代えさせていただきます。発送は2018年3月末頃の予定です。

はがき、FAX、E メールのいずれかに、①住所、②氏名、③年齢、④電話番号、
⑤職業を明記の上、以下の質問項目番号と、回答番号を記入してお送りく
ださい。

宛先
ブルームーンパートナーズ株式会社

『なはけいざいMAGAZINE』 vol.2 アンケート係
〒900-0004　沖縄県那覇市銘苅 2-3-1  メカルヨンゴ 404
FAX：098-993-7607　E-mail：nahakeizai@bluemoon-p.com
※ブルームーンパートナーズ株式会社は那覇市より委託を受け、なはけいざい
　MAGAZINE を制作しています。
※応募された方の個人情報は、当選者への賞品の発送以外には使用いたしません。

今号で一番印象に残った記事はどれですか？以下から番号をお選びください。
　1. NAHA FRONTIER #1 琉球銀行
　2. NAHA FRONTIER #2 Payke
　3. 那覇市の取り組み　4. データで見る NAHA city　

Q1

今号で興味が湧かなかった記事はどれですか？以下から番号をお選びください。
　1. NAHA FRONTIER #1 琉球銀行
　2. NAHA FRONTIER #2 Payke
　3. 那覇市の取り組み　4. データで見る NAHA city　

Q2

『なはけいざい MAGAZINE』の全体的な満足度をお聞かせください。
　1．とても満足　2．やや満足　3．ふつう　4．やや不満　5．不満

Q3

今号の「那覇市の取り組み」で紹介した那覇市の取り組みについて知っていましたか？
　1．知っていた　2．知らなかった

Q4

今号の「那覇市の取り組み」で紹介した那覇市の取り組みについて興味が湧きましたか？
　1．興味が湧いた　2．興味が湧かなかった

Q5

『なはけいざいMAGAZINE』に対するご意見・ご感想がありましたらお聞かせください（自由記入）。Q6

なはけいざい
MAGAZINE
vol.3
2018年2月1日発行

《発行》
那覇市経済観光部商工農水課
〒900-8585 那覇市泉崎1-1-1
TEL：098-951-3212

《制作》
ブルームーンパートナーズ
株式会社

《印刷》
丸正印刷株式会社

出典／「H26経済センサス基礎調査」を那覇市が独自集計

市内地区別（エリアは任意設定）の産業情勢

（仮設市場イメージ図）


